



























Attitude Test-26（EAT-26）日本語版（Mukai et al.,1994），
e） これまで最も強く行っていたダイエットに関する自由
記述（時期，ダイエット方法，始めたきっかけ，やめた理
由）を用いた。結果と考察：これまで最も強く行っていた
ダイエットの時期については，高校生～大学生と回答した
者が多かった（全体の81％）。ダイエット方法，始めたきっ
かけ，やめた理由に関して， EAT-26の合計点を降順（摂食
障害傾向が高い順）に並べて検討した。ダイエット方法に
関してEAT-26の得点が高いほうが，非構造的ダイエットの
項目にあるダイエット方法が多かった。始めたきっかけの
内容は摂食障害傾向の高さときっかけの内容には関係がな
かった。やめた理由に関して，摂食障害傾向の高いほうが
体調不良を理由にやめている者が多かった。
【研究２】目的：ダイエット行動の開始，継続，中止までに
関する認知的要因についてインタビューし，得られた語り
をもとにダイエットをやめるまでのプロセスモデルを作成
する。方法：ダイエット経験があり，現在よりも過去のほ
うが最も強くダイエットを行っていた女子大学生７名に最
も強く行っていたダイエットに関するインタビューを実施
した。分析は複線径路・等至性モデル（以下TEM）を用い
た。結果：各事例をTEM図にまとめ，抽出された概念を時
系列順に並べ，ダイエットをやめるまでのプロセス図が作
成された（Fig.）。ダイエットをやめるきっかけによって３
類型に大別された。Ⅰ型（ダイエットをやめるきっかけが
外的要因の径路）：体重が減らなくてつらい時期に，周囲の
サポートを受け，無理のない範囲でダイエットを行うこと
ができていたが，外的要因（勉強などが忙しくなる）を経
験してダイエットをやめる群。Ⅱ型（ダイエットをやめる
きっかけが外的要因＋内的要因の径路）：体重が減らなくて
つらい時期にダイエットにとらわれるようになるが，外的要
因＋内的要因（体型へのポジティブな声かけにより，現在
の体型でもいいと思う）を経験し，ダイエットをやめる群。
Ⅲ型（ダイエットをやめるきっかけが内的要因の径路）：体
重が思うように減ってつらさを感じない時期を経た後，ダ
イエットにとらわれるようになり，ダイエットの負担に
よって身体症状がでることにより，内的要因（身体に負担
がかかっていたことに気づく）を経験し，ダイエットをや
める群。考察：全事例ともに【ダイエットをやめるきっか
けあり】から【ダイエットをやめることに肯定的になる】
を経て【ダイエットをやめる】に至る径路を辿っていた。や
めるきっかけを得ること，得た後のダイエットへの感情が
【ダイエットをやめる】ことにおいて非常に大きな意味を
持っていると考えられる。
Figure　ダイエットやめるまでのプロセス
